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Public Relations NAKAGAWAPublic Relations NAKAGAWA

お茶摘み　西小学校　５月12日（木）



2022（R4）. 6. 15 2
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中
川
お
う
ち
で
ど
ん
ち
ゃ
ん

中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
代
替
イ
ベ
ン
ト

中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
代
替
イ
ベ
ン
ト

2022

開
催
日

７
月
30
日
㈯

本
記
事
の
写
真
は
、
２
０
２
１
「
中
川
お
う
ち
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
」
よ
り

　

今
年
度
の
中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り

に
つ
い
て
、
４
月
６
日
（
水
）
開
催

の
４
団
体
代
表
者
会
議
に
て
協
議
を

行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
密
集
回
避
を

基
本
に
規
模
を
縮
小
し
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
村
主
催
の
代
替
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
時
点
で
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容

１　
分
散
花
火
大
会

　

密
集
回
避
の
た
め
、
観
覧
席
を
設

け
な
い
複
数
箇
所
同
時
打
上
の
分
散

花
火
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

打
上
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２　
飲
食
店
ク
ー
ポ
ン

　

当
日
前
後
に
村
内
の
対
象
飲
食
店

で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
利
用
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

に
限
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
店
舗
内
飲
食
も
利
用
可
能
と
な
る

よ
う
拡
充
し
ま
す
。

３　
子
ど
も
向
け
企
画

⑴
子
ど
も
向
け
花
火
配
布

　

昨
年
度
と
同
じ
く
、
村
内
の
保
育

園
３
歳
以
上
児
お
よ
び
小
学
生
を
対

象
に
、
子
ど
も
向
け
花
火
を
配
布
し

ま
す
。

⑵
お
楽
し
み
ブ
ー
ス

　

村
内
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

よ
う
、
会
場
内
に
各
種
ブ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。

●
予
定
会
場

　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
社
会
体
育
館

４　
抽
選
会

　

ク
ー
ポ
ン
券
と
あ
わ
せ
て
景
品
が

当
た
る
抽
選
券
を
配
布
し
ま
す
。
当

日
前
後
に
応
募
を
し
て
も
ら
い
、
後

日
抽
選
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

煙
火
寄
附
の
お
願
い

　

主
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
花
火
の

打
上
が
盛
大
に
行
え
る
よ
う
、
現
在

煙
火
寄
附
を
募
集
中
で
す
。

●
寄
附
方
法

⑴
口
座
振
込

　

上
伊
那
農
協
中
川
支
所

　

普
通　

６
０
８
７
２
８
０

　

中な
か
が
わ川

ど
ん
ち
ゃ
ん
祭ま

つ

り
煙え

ん

火か

寄き

附ふ

⑵
窓
口
納
入

①
中
川
村
役
場

　

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

②
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

③
中
川
村
商
工
会

そ
の
他

・
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

７
月
に
配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
部
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

�

内
線
24
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「
中
川
村
地
域
公
共
交
通
計
画
」

　
　
　
　
　を
策
定
し
ま
し
た

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
中
川
村

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
（
平

成
26
年
）」、「
中
川
村
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
（
平
成
29
年
）」
を

策
定
し
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
や

改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
を
背
景

と
し
て
、
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現

状
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
川

村
の
規
模
に
合
う
公
共
交
通
を
維
持

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

実
現
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
５
か
年
の
計
画

目
標
お
よ
び
取
り
組
み
施
策
を
体
系

的
に
示
す
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て

「
中
川
村
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

「
中
川
村
地
域

　
公
共
交
通
計
画
」

�

の
概
要

基
本
理
念
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
常
に
進
化
す
る
公

共
交
通
」

　　

村
の
公
共
交
通
の
利
用
者
は
自
家

用
車
が
使
え
な
い
高
校
生
と
高
齢
者

に
偏
っ
て
お
り
、
今
後
も
利
用
者
層

は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
公
共
交
通
は
す
べ
て

の
村
民
に
と
っ
て
大
切
な
社
会
基
盤

で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
の
規
模
に
あ
っ
た
公
共
交
通
を

維
持
し
つ
つ
、
便
利
で
効
率
的
な
仕

組
み
を
合
わ
せ
、
利
用
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
さ
ら
に
、
社

会
の
技
術
革
新
な
ど
に
も
あ
わ
せ

て
、常
に
進
化
を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
】

　
『
広
域
連
携
の
確
保
』

・
地
域
間
幹
線
と
な
る
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

へ
の
接
続
を
確
保
す
る
。

・
県
計
画
や
上
伊
那
地
域
で
の
方
向

性
と
連
動
し
た
形
で
計
画
の
調
整

や
更
新
を
図
る
。

【
２
】

　
『
地
域
内
連
携
の
強
化
』

・
す
べ
て
の
村
民
が
、通
院
、通
学
、

買
い
物
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
行

う
う
え
で
必
要
と
な
る
村
内
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
。

【
３
】

  

『
高
齢
者
の
移
動
支
援
』

・
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
や
バ
ス
の
乗

降
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

に
重
点
を
置
く
。

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
、
早
め
の
免

許
返
納
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
と
し
て
い
く
。

【
４
】

  

『
高
校
生
の
通
学
支
援
』

・
上
伊
那
お
よ
び
下
伊
那
地
域
の
高

校
へ
通
学
し
や
す
い
巡
回
バ
ス
の

運
行
内
容
を
再
検
討
す
る
。

【
５
】

  

『
地
域
づ
く
り
へ
の
活
用
』

・
人
が
集
う
施
設
に
効
果
的
に
路
線

を
配
置
す
る
こ
と
で
交
流
を
促
す
。

【
６
】

　
『
地
域
間
の
公
平
性
の
担
保
』

・
居
住
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
概
ね
同

程
度
の
利
便
性
や
運
賃
負
担
に

よ
っ
て
移
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
。

【
７
】

　
『
公
共
交
通
に
対
す
る
意
識
の
向

上
、
利
用
促
進
』

・
公
共
交
通
へ
の
住
民
意
識
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
に
注
力

し
利
用
促
進
を
図
る
。

【
８
】

  

『
公
共
交
通
の
利
便
性
、
わ
か
り

や
す
さ
、
魅
力
の
向
上
』

・
乗
り
継
ぎ
、
車
両
の
乗
降
な
ど
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。
広
報

物
の
改
善
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予

約
時
の
制
約
の
緩
和
に
向
け
調
整

を
進
め
る
。

【
９
】

　
『
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
』

・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
乗
換
案
内

や
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
活
用

を
検
討
す
る
。

【
10
】

　
『
環
境
へ
の
配
慮
』

・
小
型
車
両
や
環
境
負
荷
の
小
さ
い

車
両
の
導
入
を
図
る
。

【
11
】

　
『
永
続
的
な
運
行
の
継
続
と
更
新
』

・
必
要
十
分
な
事
業
投
資
は
行
い
な

が
ら
も
、
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
、
運
賃
収
入
の
増
加
に
努

め
る
。

　
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
る
主
な
事
業　

①
村
営
巡
回
バ
ス
運
行
事
業

・
現
行
の
路
線
を
継
続
す
る
が
、
運

行
時
間
を
高
校
生
の
通
学
を
対
象

と
し
た
朝
夕
に
限
定
し
て
い
く
。

②（
新
）乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

・
日
中
の
巡
回
バ
ス
の
運
行
に
代
わ

る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
の
予
約
配
車
シ
ス
テ
ム

の
導
入
可
能
性
や
こ
れ
を
活
用
し

た
具
体
的
な
運
行
内
容
に
つ
い
て

実
証
し
、本
格
運
行
に
つ
な
げ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
現
在

行
っ
て
い
る
次
の
事
業
に
つ
い
て
は

現
行
通
り
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

・
福
祉
有
償
運
送
事
業

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
補
助
事
業

・
利
用
促
進
事
業

　

計
画
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

中
川
村
地
域
公
共
交
通
会
議　

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
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土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す

土
砂
災
害
と
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

大
雨
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ
て
、

山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、
水
と
混
じ

り
合
っ
た
土
や
石
が
川
か
ら
流
れ
出

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

自
然
災
害
で
す
。
主
な
も
の
と
し

て
、「
が
け
崩
れ
・
山
崩
れ
」「
地
す

べ
り
」「
土
石
流
」が
あ
り
ま
す
。
村

内
に
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

い
区
域
が
多
く
あ
り
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
改
訂
を
行
い
全
戸

配
布
し
た
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
は
、
土
砂
災
害
の
危
害
が

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
砂
災
害

（
特
別
）警
戒
区
域
や
天
竜
川
が
氾
濫

し
た
場
合
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域

（
想
定
最
大
規
模
）、
指
定
緊
急
避
難

場
所
・
指
定
避
難
所
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
災
害
時

に
速
や
か
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、

事
前
に
避
難
先
や
避
難
経
路
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

必
要
な
方
は
、
総
務
課
危
機
管
理

係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

中
川
村
緊
急
情
報
等
配
信

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す

　

村
で
は
、
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
や
、
村

が
避
難
指
示
な
ど
を
発
令
す
る
際
に
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
登
録
制

メ
ー
ル（
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
メ
ー
ル
）

に
よ
る
情
報
配
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取

り
、
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
場

合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
再

登
録
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
登
録
情
報
や
設
定
を
変
更
す

る
場
合
は
、
受
信
メ
ー
ル
文
末

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（「
利
用
者
メ
ニ
ュ
ー

へ
」）
へ
ア
ク
セ
ス
し
、「
お
客
様

情
報
変
更
」
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

防
災
行
政
無
線
の

聞
き
直
し
が
で
き
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
か
っ
た
り
、
放
送
内
容
を
再

度
確
認
し
た
い
場
合
は
、
次
の
番
号

に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
放
送
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

TEL 

０
２
６
５
―
88
―
４
２
２
１

※
放
送
終
了
か
ら
、
少
し
時
間
を
空

け
て
か
ら
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
聞
き
直
し
が
で
き
る
の
は
、

放
送
終
了
か
ら
24
時
間
で
す
。

防
災
情
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

○
信
州
防
災
ア
プ
リ
（
長
野
県
）

現
在
地
・
登
録
地
の
危
険
度
・
河

川
状
況
・
避
難
情
報
な
ど

○
信
州
く
ら
し
の
マ
ッ
プ（
長
野
県
）

県
内
の
災
害
危
険
箇
所
情
報
な
ど

○
キ
キ
ク
ル
（
気
象
庁
）

全
国
の
大
雨
・
洪
水
警
報
の
危
険

度
分
布
情
報
な
ど

○
長
野
県
河
川
砂
防
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
長
野
県
）

県
内
の
気
象
・
土
砂
災
害
関
連
・

河
川
水
位
・
ダ
ム
情
報
な
ど

○
キ
キ
ク
ル
（
気
象
庁
）

全
国
の
大
雨
・
洪
水
警
報
の
危
険

度
分
布
情
報
な
ど

○
川
の
防
災
情
報
（
国
土
交
通
省
）

全
国
の
河
川
水
位
・
雨
量
・
ダ
ム

情
報
な
ど

○
川
の
水
位
情
報
（
河
川
情
報
セ
ン

タ
ー
）

防
災
・
減
災
に
役
立
つ
河
川
・
流

域
情
報
な
ど

○
停
電
情
報
（
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ド
㈱
）

中
部
エ
リ
ア
の
停
電
情
報
な
ど

○
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
（
エ
コ
ー
シ

テ
ィ
ー
・
駒
ヶ
岳
）

中
川
村
役
場
を
含
め
、
村
内
９
か

所
の
雨
量
計
な
ど
の
デ
ー
タ
を

「
エ
コ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
駒
ヶ
岳
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
（
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
。）

Android用

iOS用

スマートフォン

携帯電話
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警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に

必
ず
避
難
！

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

避難所の様子（令和３年８月の大雨：渡場会館）

　

令
和
元
年
６
月
か
ら
、
気
象
庁
の

防
災
気
象
情
報
や
自
治
体
の
避
難
情

報
に
、
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

情
報
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
５
月
に
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
避
難
情
報

の
名
称
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
３「
高
齢
者
等
避
難
」

で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
要
配
慮
者
は

避
難
を
開
始
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
４

「
避
難
指
示
」で
は
、
危
険
な
場
所
に

い
る
全
員
が
避
難
を
開
始
し
ま
す
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
か
ら
５
は
村
長
が

発
令
し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
住
民

の
み
な
さ
ん
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
４

「
避
難
指
示
」
ま
で
に
、
必
ず
危
険

な
場
所
か
ら
全
員
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
避
難
す
る
際
は
、
隣
近
所
に
も

声
を
か
け
、
助
け
合
っ
て
避
難
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
避
難
指
示
な
ど
は
村
長
の

判
断
で
発
令
さ
れ
る
た
め
、
気
象
庁

が
発
表
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報

（
注
意
報
や
警
報
な
ど
）と
は
一
致
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
身
の
危
険

を
感
じ
た
ら
、
村
か
ら
の
避
難
指
示

発
令
な
ど
を
待
た
ず
、
安
全
な
場
所

（
地
区
集
会
施
設
、
親
戚
・
知
人
宅

な
ど
）
へ
早
め
の
自
主
避
難
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21
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新型コロナワクチン４回目接種が始まります

（写真は社会体育館での３回目接種の様子）

●
４
回
目
接
種
対
象
者

　

３
回
接
種
が
完
了
し
て
お
り

・
60
歳
以
上
の
方

・
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方

●
接
種
間
隔

　

３
回
目
接
種
を
行
っ
た
日
か
ら
５

か
月
後
の
同
日
か
ら
接
種
可
能

●
使
用
ワ
ク
チ
ン

・
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

・
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製

●
村
の
接
種
体
制

・
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
接
種

（
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
集
団
接
種
（
望
岳
荘
）

●
実
施
時
期

・
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
接
種

　

令
和
４
年
７
月
中

・
集
団
接
種

　

令
和
４
年
８
月
下
旬
か
ら
９
月
ま
で

●
接
種
日
時

　

あ
ら
か
じ
め
、
村
で
接
種
日
時
を

指
定
し
ご
連
絡
し
ま
す
。
接
種
日
時

の
変
更
や
、
接
種
を
希
望
し
な
い
場

合
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
事
前
申
請
が
必
要
な
方

　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
初
回
接

種
時
に
基
礎
疾
患
の
申
請
を
し
て
い

な
い
方
。

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書

を
保
健
福
祉
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
か
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

請
フ
ォ
ー
ム
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
事
前
申
請
が
不
要
な
方

・
60
歳
以
上
の
方

・
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
初
回
接

種
時
に
基
礎
疾
患
の
申
請
を
し
た

方

　

な
お
、
村
の
接
種
計
画
は
現
時
点

の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
４
回
目
以
外
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

�

内
線
27

�

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
７
７
６
４
・
７
７
９
８

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
年
明
け
か
ら
第
６
波
と
な
る
感
染
拡
大
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご
協
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
５
月
の
大
型
連
休
後
は
落
ち

着
い
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
長
野
県
で
は
全
県
に
発
出
し
て
い
た
「
医
療
警
報
」
を
解
除
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
感

染
警
戒
レ
ベ
ル
を
見
直
す
な
ど
、
全
県
的
に
社
会
経
済
活
動
の
再
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な
ど
、
感
染
症
が
重
症
化
し
や
す
い
方
を

対
象
に
「
４
回
目
」
と
な
る
追
加
接
種
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、
村
の
４
回
目
追
加
接
種
に
つ
い
て
今
後
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
村

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
和
の
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
で
は
、
現
在
高
森
町
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
方
々
が
避
難
し
て
い
る
状
況

を
受
け
、「
ひ
ま
わ
り
」
を
通
じ
た

支
援
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
事
業
概
要

⑴
ひ
ま
わ
り
の
種
を
配
布

　

事
業
賛
同
者
に
種
を
配
布
し
ま

す
。（
村
で
は
地
域
政
策
課
で
配

布
）

⑵
ひ
ま
わ
り
の
栽
培
、
種
の
収
穫

　

庭
や
畑
な
ど
で
栽
培
し
て
も
ら

い
、
実
っ
た
種
を
収
穫
し
て
も
ら

い
ま
す
。

⑶
ひ
ま
わ
り
の
種
の
回
収

　

指
定
さ
れ
た
回
収
場
所
に
種
を
届

け
て
も
ら
い
ま
す
。

⑷
ひ
ま
わ
り
油
を
製
造
、
販
売

　

実
行
委
員
会
に
て
搾
油
し
た
ひ
ま

わ
り
油
を
販
売
し
、
収
益
を
平
和
復

興
の
た
め
の
寄
附
金
に
充
て
ま
す
。

●
そ
の
他

・
種
の
回
収
場
所

な
ど
、公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に

て
告
知
し
ま
す
。

・
本
事
業
は
村
の
後
援
事
業
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

平
和
の
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

実
行
委
員
会

TEL 

０
２
６
５
―
22
―
４
６
７
５

平
和
の
種

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Facebook
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今夜の月はどんな形？
－月の満ち欠けの名前－

月は地球のまわりを運動している天体です。太陽の光が月に当たった
ときに地球からみえる部分の形を“月の満ち欠け”と言っています。

銀河ドームから

　望遠鏡で見るとき
は、欠けた形の月の
方がまぶしくなく見
やすいですよ♪

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時30分～９時30分　TEL88－4288

★地球からみたときに…
　　明るい部分だけ見える ➡ 満月
　　暗い部分だけ見える　 ➡ 新月
　　右半分に見える　➡  上弦の月
　　左半分に見える　➡  下弦の月
★★さらに細かく

　　二日月、三日月、十三夜、小望月、十六夜、立待月、居待月、

　　寝待月、更待月、有明の月、三十日月　　　　　※諸説あり

ふつかづき　　　　　みかづき　　じゅうさんや　こもちづき　 いざよい　 たちまちづき　いまちづき

ねまちづき　ふけまちづき　ありあけのつき　 みそかづき

間 違えやすい！
三日月＝右に細い
有明の月＝左に細い

なかがわ生活応援商品券第4弾

販売します！
　新型コロナウイルス感染症の影響や物価高騰により落ち込んだ家計の消費負担を支援するため、村内の店舗
などで使用できる「第４弾　なかがわ生活応援商品券」を発行します。
◆内　容
　額面11,000円を5,000円で販売します。
　1,000円×10枚と村内飲食店で利用できる専用商品券
　1,000円分を１セットで販売
◆商品券が使える期間
　令和４年７月15日（金）から令和５年１月14日（土）まで
　※飲食店専用商品券は11月30日（水）まで
◆商品券が使える店舗
　｢購入券｣郵送時に同封されている一覧表をご覧ください。
◆購入方法
　７月上旬に｢購入券｣を世帯主へ郵送しますので、下記のとおり購入してください。
　※｢購入券｣の再発行はできません。紛失にご注意ください。
　販売期間　　　　７月15日（金）から８月31日（水）まで
　販売場所・時間　①中川村商工会【平日のみ８:30から17:15まで】　
　　　　　　　　　②中川村農業観光交流センター【平日、休日９:00から17:00まで】
　各世帯ごと、令和４年７月1日時点の住民基本台帳掲載世帯員数分を上限に購入することができます。
　販売期間中であれば、前回と同様に１人１セットは確実に購入できます。
◆販売場所に来場する際は、感染予防対策としてマスクを
　着用していただくようお願いします。

お問い合わせ先
中川村商工会　　　　　TEL88-2073
産業振興課商工交流係　TEL96-0658

見　本

購入券
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ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
令
和
２
年
度
に
中
川
村
の
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
排
出
量
は

約
８
２
３
ｔ
、
１
人
１
日
あ
た
り
の

排
出
量
は
約
４
６
７ｇ
と
な
り
ま
し

た
。可

燃
ご
み
の
排
出
量
が

�

増
加
し
て
い
ま
す

　

令
和
元
年
度
に
出
さ
れ
た
ご
み
の

実
績
量
と
比
べ
る
と
、
一
人
あ
た
り

47
ｇ
増
え
、
４
６
７
ｇ
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
上
伊
那
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
可
燃
物
と
し
て
処
理
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
家
で
の
飲
食
が
増
え
た
こ

と
も
家
庭
ご
み
の
増
加
の
要
因
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

分
類
の
徹
底
と

　
資
源
化
・
減
量
化
を

�

進
め
ま
し
ょ
う

①
資
源
化
可
能
な
紙
類

　

新
聞
紙
、
雑
誌
・
雑
紙
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
の
紙
類
は
可
燃

ご
み
の
中
に
約
３
割
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
源
化
可
能
な
紙
類
は
資
源
回

収
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
小

さ
な
メ
モ
や
お
菓
子
の
空
箱
、
紙
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
あ
る
容
器
も
資

源
回
収
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
雑
誌

や
雑
紙
の
間
に
入
れ
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
生
ご
み

　

生
ご
み
を
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
は
、
し
っ
か
り
と
水
を
切
り
減

量
化
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
の
減
量
化
に
は
、
直
接
農

地
に
還
元
し
た
り
、
生
ご
み
処
理
機

で
堆
肥
化
し
た
り
、
各
家
庭
で
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
を
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン

ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
補
助
を

設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額　

上
限
３
万
円

　
（
購
入
金
額
の
２
分
の
１
）

▼
申
請
方
法　

①
領
収
書
（
メ
ー

カ
ー
・
型
番
が
わ
か
る
も
の　

②
振

【信州プラスチックスマート運動】
○次の３つを意識した行動を
◆意識して「選択」Ｃｈｏｉｃｅ	 （チョイス）
　ストロー、レジ袋は必要か。いらないときはお断り。
◆少しずつ「転換」Ｃｈａｎｇｅ	 （チェンジ）
　マイバッグ、マイボトルを使用する。詰め替え製品を使用する。
◆分別して「回収」Ｃｏｌｌｅｃｔ	（コレクト）
　プラスチックはルールに従い、分別して排出。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

　
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

マ
ー
ク
の
あ
る
容
器
や
お
菓

子
の
袋
な
ど
は
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
用
袋（
紫
色
）に
入
れ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。
排
出
す
る
際
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
レ
ジ
袋
な

ど
に
入
れ
ず
、
直
接
資
源
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
袋
へ
入
れ
て
く
だ
さ

い
。【
二
重
袋
の
禁
止
】

・
洗
っ
て
も
汚
れ
が
落
ち
な
い
場
合

の
み
可
燃
ご
み
と
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ご
み
処
理
施
設
で
発
火

　

今
年
す
で
に
、
上
伊
那
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
４
件
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
八
乙
女
で
５
件
の
発
火
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

発
火
性
廃
棄
物
が
施
設
に
搬
入
さ

れ
る
と
、
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。

県
の
ご
み
減
量
化
の
取
組

　

令
和
２
年
度
の
長
野
県
民
１
人
１

日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
令

和
元
年
度
に
比
べ
て
９
ｇ
減
り
、

８
０
７
ｇ
と
な
り
ま
し
た
。

　

信
州
の
美
し
い
自
然
や
環
境
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
～
ｅ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
飲
食
店

や
宿
泊
事
業
者
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
と
共
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

②「
信
州
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト

運
動
」

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
７
割

は
「
川
」
由
来
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

海
の
な
い
長
野
県
も
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
賢
く

付
き
合
う
取
り
組
み
と
し
て
次
の
３

つ
を
意
識
し
た
行
動
を
実
践
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
に
は
次
の
２

つ
の
こ
と
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

込
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
様
式
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら「
生
ご
み
補
助
」と
検
索
す
る
か
、

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ご
み
排
出
上
の
注
意
点

　

発
火
の
原
因
品
目

・
ス
プ
レ
ー
缶

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
中
身
を
使
い
切
り
、
缶
に
２
か
所

以
上
穴
を
開
け
て
、
不
燃
ご
み
指
定

袋（
青
色
）に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
テ
ー
プ

な
ど
で
絶
縁
の
う
え
、
販
売
店
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
、
ま
た
は
、

役
場
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
処
理
装
置
の
故
障
が
発
生

　

可
燃
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
中
に
、
長
尺
な
金
属
類
や
、

針
金
・
番
線
な
ど
が
混
入
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
処
理
装
置

の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

金
属
類
は
正
し
く
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
63



№529広報9

　スポーツ団体連絡協議会（略称：スポ団連）は、スポーツ団体相
互の連携と資質の向上を図り、もって村のスポーツ振興に寄与する
活動を行う組織です。村民野球大会やゴルフ大会、バレーボール大
会、ゲートボール大会、マレットゴルフ大会などさまざまな大会の
企画運営や村の体育系事業への協力などを実施しています。
　生涯スポーツ活動をしているみなさん、ぜひスポ団連に加盟しま
しょう！
　また、スポ団連では、目標を持ってスポーツを続けていく団体を
応援しています。詳しくは、事務局（教育委員会社会教育係）へお
問い合わせください。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

　長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
運
動
機
会
の
減
少
や
運
動
習
慣
の
変
化
な
ど
が

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
供
に
も

大
人
に
も
、
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
向
け
て
、
体
を
動
か

す
習
慣
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
!!

社
会
体
育
施
設
を
利
用
し
よ
う
！

　

村
で
は
、
村
民
体
育
の
振
興
を
図

る
た
め
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
社
会

体
育
館
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
な
ど
、
各

種
体
育
施
設
を
整
備
し
、
村
教
育
委

員
会
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
住
民
の

み
な
さ
ん
は
、
個
人
で
も
団
体
で
も
、

安
価
に
施
設
を
使
え
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
貸
館
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

▼
休
館
日

　

12
月
28
日
～
１
月
３
日

ネ
ッ
ト
予
約
が
便
利
で
す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
村
教
育
委

員
会
の
管
理
す
る
施
設
は
、
24
時

間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
「
施
設
予
約
」
と
検
索
す
る

か
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
社
会
体
育
施
設
の
利
用
制
限

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年

３
月
か
ら
断
続
的
に
社
会
体
育
施
設

の
閉
鎖
を
実
施
し
、
屋
内
体
育
施
設

で
は
、
合
計
２
４
０
日
程
度
の
利
用

禁
止
、
ま
た
、
す
べ
て
の
体
育
施
設

で
、
そ
の
時
々
の
情
勢
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
利
用
制
限
を
設
け
て
き
ま
し

た
。
現
在
も
使
用
者
に
対
し
、
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
中
、
マ
ス
ク
は
？

　

厚
生
労
働
省
は
、
マ
ス
ク
着
用
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
新
た
な
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
左
表
の
と
お
り

屋
外
で
は
、
身
体
的
距
離
が
確
保
で

き
る
場
合
、
屋
内
で
は
、
身
体
的
距

離
が
確
保
で
き
、
か
つ
会
話
を
ほ
と

ん
ど
行
わ
な
い
場
合
に
限
り
、
マ
ス

ク
着
用
が
「
必
要
な
い
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
来
ど
お
り
、
人
と
人
と

が
近
接
す
る
場
合
や
屋
内
で
会
話
な

ど
を
伴
う
場
合
は
、
マ
ス
ク
着
用
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
目
ご
と

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
、
内
容

に
よ
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

マ
ス
ク
着
用
時
は
運
動
強
度
を
低
め

に
設
定
し
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給

す
る
な
ど
、
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

登
録
団
体
募
集
中
！

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的
で

健
全
な
文
化
・
体
育
活
動
を
定
期
的

に
行
え
る
社
会
教
育
関
係
団
体
を
育

成
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
基
準
を
満

た
し
た
団
体
を
社
会
教
育
関
係
団
体

と
し
て
登
録
し
、
施
設
利
用
料
を
減

免
し
て
い
ま
す
。
登
録
団
体
を
立
ち

上
げ
、
定
期
的
な
運
動
機
会
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
！

▼
基
準
（
す
べ
て
を
満
た
す
団
体
）

・
５
人
以
上
の
集
ま
り

・
構
成
員
の
６
割
以
上
は
満
18
歳
以

上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者

・
村
内
で
定
期
的
に
文
化
・
体
育
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

　
目
標
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
！

　
～
目
指
せ
全
国
大
会
出
場
～

　

村
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
生
涯
学
習
活
動
の
促
進
を
図
る

た
め
、
地
区
予
選
を
経
た
全
国
大
会

な
ど
に
出
場
す
る
村
民
に
対
し
て
激

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
（
１
人

５
千
円
、
上
限
10
万
円
）。
過
去
に

も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
村
を

代
表
し
て
多
く
の
み
な
さ
ん
が
全
国

の
場
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
た
場
合
で
も
、
事

前
の
申
請
が
な
い
と
激
励
交
付
金
を

支
出
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

�

TEL 

88
―
１
０
０
５

団体
施設 一般・個人 社会教育関係団体 小中校生

（付添い）
村民グラウンド
（半面）

1,000円～
（照明　800円/時間）

200円～
（照明有は840円～） ０円

社会体育館
（アリーナ半面）

1,000円～
（照明　300円/時間）

440円～
（照明込） ０円

サンアリーナ
（コート）

2,000円～
（照明1,000円/時間）

1,200円～
（照明込） ０円

テニスコート 500円～
（照明　200円/時間）

100円～
（照明有は260円～） ０円

武道館 500円～
（照明　100円/時間）

180円～
（照明込） ０円

マスク着用の
新しいめやす

身体的距離が2ｍ以上確保できる 身体的距離が確保できない
屋内 屋外 屋内 屋外

会話を伴う

着用推奨
（十分な換気
など感染防
止対策を講
じている場
合は外すこ
とも可能）

着用の
必要なし

着用推奨
（屋内は、外
気の流入が
妨げられる
建物の中な
どを指しま
す。）

着用推奨

会話がほと
んどない

着用の
必要なし

着用の
必要なし

スポ団連に加盟しよう！
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中
川
村
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
す

　

村
で
は
、
防
災
や
災
害
な
ど
に
関

す
る
緊
急
情
報
の
ほ
か
、
村
政
情
報

を
よ
り
多
く
の
方
に
お
届
け
す
る
た

め
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
次
の
方
法
で
「
友
だ
ち
追

加
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
開
設
日

　

令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）

▼
必
要
な
も
の

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
が
利
用
で
き
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
。

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
閲
覧

に
よ
る
通
信
料
は
利
用
者
負
担
で

す
。

▼
友
だ
ち
追
加
方
法

①
Ｉ
Ｄ
検
索
か
ら

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ホ
ー
ム
画
面
か
ら
検

索
枠
を
タ
ッ
プ
し
、
Ｉ
Ｄ
検
索
画
面

で
「
中
川
村
」
ま
た
は
「
＠
ｎ
ａ
ｋ

ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
」
を
検
索
し

て
友
だ
ち
に
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

案
内
ペ
ー
ジ
の
手
順
で「
中
川
村
」を

友
だ
ち
に
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ニ
ュ
ー
画
面
の
ご
紹
介

　

ト
ー
ク
画
面
下
部
に
表
示
さ
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
関
連
ペ
ー
ジ
に
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
電
子
申
請

　

電
子
申
請
の
一
覧
ペ
ー
ジ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
防
災
・
避
難
所
情
報

　

避
難
所
の
所
在
地
な
ど
の
一
覧

ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ
受
信
設
定

　

お
住
ま
い
の
地
域
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
ご
み
収
集
の
通
知
が
届
き
ま
す
。

▼
緊
急
情
報
な
ど
の
配
信

　

村
で
運
用
し
て
い
る
緊
急
情
報

等
配
信
サ
ー
ビ
ス
（
オ
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
）
と
連
携
し
、
緊
急
情
報
が

自
動
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
も
配
信
さ
れ
、

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　
「
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ
受
信
設

定
」
か
ら
お
住
ま
い
の
地
区
（
南
向

／
片
桐
）
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
収

集
日
前
日
の
午
後
６
時
に
通
知
が
届

き
ま
す
。

※
メ
ニ
ュ
ー
画
面
な
ど
は
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

総
務
課
広
報
情
報
係

�

内
線
12

▼
ご
み
の
分
別
方
法
を
検
索

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ご
み
の
名
称
を
送

信
す
る
と
、
自
動
的
に
そ
の
ご
み
の

種
別
や
出
し
方
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
返

信
し
ま
す
。

令和４年度全国自治宝くじ 同時発売
サマージャンボ サマージャンボ ミニ

１等・前後賞合わせて７億円！ １等3,000万円！

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。村内では、中川郵便局で
購入できます。また、サマージャンボはＰＣやスマホからもネット購入できます！

発売期間は令和４年７月５日（火）から８月５日（金）まで

　

現
在
実
施
中
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
２
弾
に
つ
い
て
、
６
月
30
日
か
ら

次
の
方
を
対
象
に
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
７
，５
０
０
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
申
込
み
を

行
っ
た
方

・
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ
た
方

　

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
令
和
４
年
９

月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
た
方
が
付
与
対
象

と
な
り
ま
す
。

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

�

つ
く
り
ま
せ
ん
か
～

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
郵
送
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
証

明
用
写
真
機
な
ど
の
ほ
か
、
住
民
税

務
課
住
民
係
の
窓
口
で
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
期
日

前
投
票
期
間
中
、
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
で
出
張
申
請
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
、
交
付
申
請
書
を
持

参
し
な
く
て
も
申
請
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
も

で
き
ま
す
。

�

住
民
税
務
課
住
民
係

�

内
線
44

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

実
施
し
て
い
ま
す



第25回 図書館まつり
6月
25日
土

今年は と3年分の払出し！！どど～ん

会場 中川文化センター
時間 10時スタート
※品物によって配布する場所が異なりますので、当日入り口で
配布するチラシをご確認ください。
※当日配布仕切れなかった雑誌・本は、後日図書館入り口に置
きますので、ご自由にお持ち帰りください。

※感染症対策のため、マスクの着用・手指消毒などをお願いします。
　新型コロナウィルス感染症の感染状況により、中止させていただく場合があります。

雑誌・ふろく・本…

№529広報11

本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2022年6月／第 142 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

　

中
川
村
に
お
住
ま
い
で
電
子
図
書
館
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、中
川
村
図
書
館
の
「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、図
書
館
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
中
川
村
図
書
館
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
町
村
と
長
野
県
に
よ
る

　
「
協
働
電
子
図
書
館
」
が

�

８
月
５
日
㈮
か
ら
始
ま
り
ま
す
！
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41

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

元
桑
原
の

　
　六
地
蔵
尊

　

大
草
三
共
地
区
の
常
泉
寺
の
入
り

口
に
、
13
体
の
お
地
蔵
様
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
石
段
を
登
っ
て
す
ぐ
左
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
刻
ま
れ
た
名
号

塔
を
中
心
と
し
て
２
組
の
六
地
蔵
尊

が
前
後
二
列
に
な
ら
ん
で
い
る
。
あ

と
一
体
は
、頭
の
代
わ
り
に
丸
石
を

の
せ
た
小
さ
な
お
地
蔵
様
で
、
名
号

塔
の
足
下
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
六

地
蔵
尊
は
、前
列
の
６
体
が
約
３
０
０

年
前
の
正
徳
３
年（
１
７
１
２
年
）、

後
列
の
６
体
が
約
２
０
０
年
前
の
文

化
３
年（
１
８
０
６
年
）の
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
石
造
物
は
、
そ
の
左
横

の
記
念
碑
が
示
す
よ
う
に
、
昭
和
45

年
３
月
に
桑
原
よ
り
移
転
建
立
さ
れ

た
。
か
つ
て
、
六
地
蔵
尊
と
名
号
塔

は
現
在
の
桑
原
キ
ャ
ン
プ
場
の
向
か

い
側
、
東
山
の
中
腹
に
あ
っ
た
。
そ

こ
は
「
定て

い
ざ座

」
と
よ
ば
れ
る
墓
地
で
、

鹿
塩
・
大
河
原
へ
と
続
く
往お

う
か
ん
ど
う

還
道
の

上
に
あ
っ
た
「
村
」
と
い
う
集
落
の

一
角
に
あ
た
り
、
集
落
は
三
六
災
害

の
後
全
戸
移
転
し
た
。
現
在
の
「
定

座
」
の
斜
面
に
は
い
く
つ
も
の
墓
石

が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
墓
石
群
の

上
方
に
お
堂
跡
と
ち
い
さ
な
広
場
が

あ
る
。
六
地
蔵
尊
は
お
堂
の
横
の
縦

１
・
８
ｍ
・
横
４
ｍ
ほ
ど
の
場
所
に

◎センス・オブ・何だあ？
� ―感じて育つー

三宮 麻由子　著
福音館書店

　「感じて」「知る」こ と で、 豊 か
な世界が広がっていく。４歳の
ときに「光とさよなら」した著者
が、感じて育つことの大切さを
伝える。『こどものとも年少版』
折り込みふろくの連載を大幅に
加筆修正。

新着おすすめ本

◎今日を楽しく生きる
「寂庵だより」2007−1998年より

瀬戸内 寂聴　著
祥伝社

　明日は何が起こるかわからない
のだから、そこに美しいもの、愉快
なものが待ち受けていると思う方
が、今夜の眠りは安らかであるー。
瀬戸内寂聴が編集長を務めた『寂
庵だより』1998〜2007年の随想を
まとめる。

◎あの日の風景
� 昭和が遠くなる

村上 保　著
信濃毎日新聞社

　みんなが貧しかった。でも、
夢と希望は抱えきれないほど
あった。昭和30年代の子どもの
頃の思い出を拾い集め、切り絵
を添えて振り返る。『信濃毎日新
聞』連載を単行本化。

◎空にピース
藤岡 陽子　著

幻冬舎
　立ち歩き、暴力、不登校、通
じない日本語、前任者は鬱…。
公立小学校教諭のひかりは、赴
任先で衝撃を受ける。さらに同
僚からは「この学校ではなにも
しないことです」と釘をさされ
てしまい…。

◎マスカレード・ゲーム
東野 圭吾　著

集英社
　解決の糸口すらつかめない３
つの殺人事件。共通点は、被害
者がみな過去に人を死なせた者
であることだった。被害者たち
を憎む遺族らがホテル・コルテ
シア東京に宿泊することが判明
し、新田浩介は再び潜入捜査を
開始する。

安
置
さ
れ
て
い
た
。

　

集
落
で
人
が
亡
く
な
る
と
そ
の
棺

は
、
葬
儀
の
最
後
に
お
堂
と
六
地
蔵

尊
の
前
に
あ
る
広
場
に
運
ば
れ
て
安

置
さ
れ
た
。
会
葬
者
が
棺
の
周
り
を

３
回
ま
わ
っ
た
後
、
下
方
に
あ
る
各

家
の
墓
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

六
地
蔵
尊
は
六
道
（
地
獄
道
・
餓

鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・

天
道
）
を
輪
廻
転
生
す
る
者
を
守
り

導
く
存
在
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
亡

く
な
っ
た
人
と
供
養
す
る
会
葬
者
が

と
も
に
守
ら
れ
導
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
蔵
尊
は
建
て

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

は
常
泉
寺
の
入
り
口
で
訪
れ
る
人
々

を
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

『桑原・定座のお堂跡
　向かって右側の敷石の内側に六地蔵があった』

『常泉寺の六地蔵尊ほか』
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　５月のバンビーニの様子です。ファミサポを利用して協力
会員と一緒にバンビーニで過ごすお子さんもいます。

vol.128

今月はみなかた保育園
「うさぎ組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの７月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：７月４日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・歯科衛生士さんのお話　予約制
　日時：７月11日（月）　午前10時30分～
　＊終了後、個別相談できます。
・金澤ルミ子先生の子育て相談　予約制
　日時：７月22日（金）　午前10時～11時30分
　＊前半・後半の２部に分けて行います。
※急な変更の場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

vol.129

お外でおやつタイム♥
みんなで食べるとおいしいなぁ

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

うさぎ組（年中）
男の子11人　女の子７人　合計18人

「自然が大好きうさぎ組！！
木のぼりもできるよ～！
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　４月から中川中学校長としてお世話になっております、牛山博
行と申します。前任校は長野県高遠高等学校です。自宅は伊那市
です。
　中川村には、陣馬形山登山や、坂戸橋と桜の写真を撮りに度々
訪れることがありました。また、下伊那に何年かお世話になって
いたので、単身赴任中に自宅へ戻るときに通ることがよくあり、
特に牧ヶ原トンネルを越えると上伊那に戻ってきたという感覚で
した。
　さて、コロナ禍での学校生活は３年目を迎えました。当初はど

んな症状なのかもよくわからず、ワクチンもない中で突然全国一斉に学校が休業となりました。
当時、高森中学校の教頭でしたが、３年生の入試直前の休業や卒業式の対応など、かつて経験し
たことのない事態にバタバタとしていたことを思い出します。今、中学３年生の生徒は、ちょう
ど小学校の卒業の時でしたから、ここまでの中学校生活がさまざまな制約の中で行われていたこ
とになります。
　現在、まだまだ収まっているわけではありませんが、ワクチン接種も進み、感染症対策がかな
りしっかりとされている中で、学校生活も少しずつ動き始めることができるようになりました。
　中川中学校では３年生の修学旅行や１年生の宿泊体験学習も無事行うことができました。不安
を抱えていた生徒もきっといたとは思いますが、「行けて良かった」という声にほっとしました。
また、全校生徒が集まる活動については可能な限りオンラインを活用してきましたが、生徒総会
も話し合いが密になることがないと判断し、体育館に全校生徒が集まっての総会をすることがで
きました。
　確かに、オンラインでできることもあります。それによって生み出される時間もあります。し
かし、直接顔を見ながら行う活動も学校には必要なことであることを改めて実感しているところ
です。
　中川中学校に赴任し、なるべく朝は生徒玄関で生徒を迎えるようにしています。生徒たちの様
子をみているといつも明るく大きな声であいさつをしてくれることにほっとしています。もちろ
ん、時には元気のない生徒もいますが、そんな時にすぐに名前を呼んで声をかける職員を見て、
頼もしいと思う反面、まだ名前を呼べない自分が残念に思います。マスクをしているとなかなか
顔を覚えられない（そもそも覚えが遅いこともあるかもしれませんが）のを実感しています。担
任時代は、基本的に名字ではなく、名前で呼んでいたので何とか早くそうなりたいと思っている
ところです。
　高校を経験したことで、中学校におけるさまざまな「当たり前」について、改めて考えるよう
になってきました。変わらない良さと、変わっていく必要性についてこれからじっくりと考えて
いきたいと思っています。
　そして中川村の将来について、中川中学校の生徒がどのように考え、自分の生き方をどのよう
に決めていくのか、一緒に考えて行ければと思っています。
　微力ではありますが、生徒たちのために職員、保護者のみなさん、地域のみなさんと力を合わ
せて頑張ってまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

新しく中川中学校に就任された
牛山　博行　校長先生

vol.46
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地域おこし協力隊活動記 vol.95 …それぞれの活動から…

平　本　信　一

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
少
し
病
気
が
ち
で
し
た
が
、
晴
れ
の
日
が

多
く
何
と
か
持
ち
こ
た
え
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
逆
に
暑

い
日
が
続
き
、
雨
が
少
な
か
っ
た
の
で
弱
り
が
ち
で
し
た
が
、

何
度
か
散
水
し
こ
ち
ら
も
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
ま
し
た
。
６

月
初
旬
か
ら
順
次
収
穫
し
直
売
所
で
も
販
売
予
定
で
す
。
白
ね

ぎ
の
定
植
も
終
わ
り
、
管
理

と
収
穫
の
毎
日
が
始
ま
り
ま

す
。
４
ａ
ほ
ど
の
小
さ
な
田

ん
ぼ
に
今
年
も
手
植
え
で
お

田
植
え
を
し
ま
し
た
。
今
年

は
念
願
だ
っ
た
長
野
県
生
ま

れ
の
冷
め
て
も
お
い
し
い「
風

さ
や
か
」
を
植
え
、
農
薬
や

化
学
肥
料
不
使
用
で
作
り
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
な
ど

夏
野
菜
は
規
模
を
縮
小
し
て

栽
培
し
ま
す
。

（隊員歴３年目）
 主な業務 

就農に向けての研修、
農業振興など

石　川　亜樹則

　

梨
の
袋
掛
け
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！
昨
年
初
め
て
袋

掛
け
を
し
た
時
は
、「
な
ん
て
終
わ
り
の
見
え
な
い
作
業
な
ん
だ

…
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
多
少
の
経
験
も
あ
り
、
自
分

の
処
理
ス
ピ
ー
ド
か
ら
終
わ
り
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
一
歩
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
心
強
い
大
先

輩
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
袋
掛
け

の
ス
ピ
ー
ド
と
美
し
さ
に
圧
巻
。
無
駄
の
な
い
紙
さ
ば
き
と
、

梨
を
包
み
込
ん
だ
後
の

ま
る
で
球
体
の
よ
う
な

美
し
い
フ
ォ
ル
ム
！
た

だ
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ
と
包

み
込
ん
で
い
る
自
分
の

仕
事
と
は
大
違
い
。
恐

れ
入
り
ま
し
た
。
あ
と

何
年
経
て
ば
、
こ
の
域

に
到
達
す
る
の
か
。
奥

深
き
袋
掛
け
の
世
界
。

（隊員歴３年目）
 主な業務 

就農に向けての研修、
農業振興など

田　熊　清太朗

　

こ
ん
に
ち
は
！
田
熊
で
す
。

　

棚
田
の
お
米
で
ア
イ
ス
菓
子
を
作
る
「
棚
田
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
始
動
し
た
こ
と
も
あ
り
、
５
月
は
棚
田
に
触
れ
る
機
会
が
多

い
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
飯
沼
棚
田
の
田
植
え
の
お
手
伝
い
。
２
年
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
少
し
だ
け
手
際
が
良
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
村
長
の
田
植
え
の
ス
ピ
ー
ド
は
尋
常
で
は
な
い
な
と
思

い
ま
し
た（
笑
）。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
棚
田
ア
イ
ス
発
祥
の
神
奈
川
県
葉
山
町
の
上
山

口
の
棚
田
へ
行
き
、
あ
ぜ
塗
り
の
お
手
伝
い
。
鍬く

わ

を
使
っ
た
古
典
的

な
方
法
で
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
を
土
で
固
め
て
い
く
作
業
は
、
先
人
の
知

恵
を
大
い
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

耕
作
効
率
の
悪
さ
か
ら
徐
々
に
減
少
し
て
い

る
棚
田
で
す
が
、
美
し
い
景
観
や
防
災
と
し
て

の
機
能
を
備
え
、
後
世
ま
で
残
し
て
お
く
べ
き

重
要
な
遺
産
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
棚
田
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
通
し
て
美
し

い
景
観
を
守
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

（隊員歴２年目）
 主な業務 

農業観光の振興

秋　山　祐　毅

　

陣
馬
形
山
は
も
と
も
と
中
川
村
民
の
憩
い
の
場
所
で
し
た

が
、
近
年
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
情
報

が
広
ま
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
、
落
ち
着
き
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
完
全
予
約
制
に
伴
い
、

試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
と
て
も
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
居
心
地
の

良
い
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
予
約
が
取
り
づ
ら
く
、
未

だ
村
民
の
方
の
足
が
遠
の
い
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
通
常
は
２
か
月
前

か
ら
の
予
約
で
す
が
、
村
民
の

方
に
限
り
年
度
内
は
い
つ
で
も

受
付
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
絶
景
を

見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り

と
憩
い
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

写
真
：
森
を
調
査

（隊員歴２年目）
 主な業務 

陣馬形山キャンプ場の
運営
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行
政
相
談
をご

利
用
く
だ
さ
い

総
務
課
総
務
係

内
線
12

　

行
政
相
談
は
、
国
・
県
・
村
が
行
っ

て
い
る
仕
事
へ
の
要
望
や
苦
情
、
意

見
を
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞
き

し
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
省
の
委

嘱
を
受
け
第
三
者
的
立
場
に
立
っ
て

公
正
な
判
断
を
行
い
、
住
民
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
苦
情
や
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、
解
決
の
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。方
法
は
、口
頭
、

電
話
、
手
紙
な
ど
い
ず
れ
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
内
容
は
公
害
・
福
祉
・
年

金
・
消
費
者
保
護
・
農
地
・
道
路
・

河
川
な
ど
国
民
生
活
と
密
接
に
関
わ

る
事
項
を
幅
広
く
取
り
扱
い
ま
す
。

　

毎
月
上
旬
に
月
例
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
日
時
は
広
報
折
込
「
く

ら
し
の
情
報
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
行
政
相
談
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
省
長
野
行
政
監
視

            

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
５
５
６
６

・
月
例
相
談
に
関
す
る
こ
と

�

総
務
課
総
務
係

�

内
線
12

国
民
年
金
保
険
料
の

�

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納

付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ

り
ま
す
。

▼
今
年
度
の
受
付
開
始
日

　

７
月
１
日（
金
）

▼
対
象
期
間

　

令
和
４
年
７
月
分
～

�

令
和
５
年
６
月
分

▼
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間

　

申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
２

年
１
か
月
前
ま
で

　

失
業
な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申

請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
住
民
税
務
課
住

民
係
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
伊
那
年
金
事
務
所TEL 

76
―
２
３
０
１

里
親
制
度
説
明
会
を開催

し
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

　

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
家
庭
で
暮

ら
す
時
間
や
経
験
が
と
て
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

育
つ
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
里
親
制
度

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
大

変
有
意
義
な
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
一
般
社
会
に
広
が

り
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
子
ど

も
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
養
育
里

親
の
開
拓
を
目
的
と
し
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
15
日（
金
）

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

松
川
町
役
場　

会
議
室

▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
・
個
別

相
談
・
映
像
視
聴
・
里
親
の
体
験

談
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

飯
田
児
童
相
談
所

�

TEL 

25
―
８
３
０
０

商
工
業
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

事
業
用
施
設
新
増
設
奨
励
金

�

交
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係

TEL 

96
―
０
６
５
８

　

村
で
は
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
村
内
に
工
場
、
店
舗
な
ど
を

新
設
ま
た
は
増
設
し
た
事
業
者
に
対

し
て
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

奨
励
金
の
交
付
対
象
は
、
次
に
該

当
す
る
事
業
で
す
。
該
当
す
る
事
業

者
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
施
設

�

（
店
舗
、
工
場
な
ど
）

①
工
場
（
製
造
、
加
工
、
修
理
、
印

刷
の
目
的
に
使
用
す
る
施
設
）

②
営
業
の
た
め
の
店
舗
、
事
務
所
、

倉
庫 

③
振
興
促
進
施
設

・
従
業
員
の
宿
舎
、
寮
、
福
利
厚
生

施
設

・
公
害
の
防
止
を
目
的
と
す
る
施
設

※
新
設
と
は

・
村
内
に
工
場
な
ど
の
な
い
者
が
、

新
た
に
設
置
し
た
場
合

・
公
共
事
業
な
ど
に
よ
り
村
内
の
ほ

か
の
地
域
に
移
転
し
た
場
合

※
増
設
と
は

・
村
内
に
工
場
な
ど
を
有
す
る
者

が
、
村
内
に
工
場
な
ど
を
増
設
、

拡
張
し
た
場
合

・
村
内
の
工
場
、
店
舗
な
ど
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
改
築
し
た
場
合
、

も
し
く
は
事
業
用
償
却
資
産
を
更

新
、
増
設
し
た
場
合
、
そ
の
取
得

価
格
が
従
前
の
取
得
価
格
よ
り
５

割
以
上
増
加
し
た
場
合

▼
要
件
お
よ
び
奨
励
金
の
額

　

前
年
中
の
新
増
設
の
た
め
に
要
し

た
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の
取
得
価

格
の
合
計
額
が
、
新
設
５
０
０
万

円
、
増
設
３
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
に
、
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
相
当

額
を
限
度
に
初
年
度
に
限
り
交
付
し

ま
す
。

※
村
商
工
業
振
興
条
例
第
18
条
の
適

用
を
受
け
て
、
３
年
間
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
る
場
合
は
対
象

外
で
す
。

▼
申
請
方
法

  

指
定
申
請
書
（
様
式
１
号
）
を
、

６
月
30
日（
木
）ま
で
に
申
請
場
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所

　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

※
内
容
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
商
工
交
流
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。



№529広報17

店
舗
の
新
築
・
改
築
な
ど
を

�

支
援
し
ま
す

産
業
振
興
課
商
工
交
流
係

TEL 

96
―
０
６
５
８

　

村
で
は
、
商
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
村
内
で
起
業
し
よ
う
と
す
る
方

や
、
小
売
業
な
ど
で
店
舗
な
ど
を
新

築
、
拡
張
、
改
装
な
ど
を
し
て
事
業

を
継
続
・
発
展
し
よ
う
と
す
る
方
へ

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

・
中
川
村
内
で
小
売
業
な
ど
を
起
業

し
よ
う
と
す
る
方
（
地
域
の
小
売

業
者
の
合
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

・
本
店
が
村
内
に
所
在
す
る
飲
食

店
、
小
売
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業

▼
対
象
経
費

　

小
売
業
な
ど
の
店
舗
な
ど
の
新

築
、
拡
張
お
よ
び
改
装
ま
た
は
附
帯

設
備
の
設
置
に
要
す
る
経
費
で
50
万

円
以
上
の
も
の
（
併
用
住
宅
の
場
合

は
事
業
部
分
に
係
る
経
費
）

▼
補
助
金
額

　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

50
万
円
）

※
国
な
ど
の
補
助
事
業
の
支
援
を
受

け
る
場
合
は
事
業
費
の
10
分
の
１

以
内

▼
申
請
場
所

　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
申
請
期
限

　

第
１
回　

６
月
30
日（
木
）

※
第
２
回
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
校
生
の通

学
を
支
援
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

村
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

と
し
て
、
高
等
学
校
な
ど
へ
の
通
学

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

な
ど
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。

※
た
だ
し
、
補
助
対
象
者
お
よ
び
同

一
世
帯
で
生
計
を
一
に
す
る
全
員

が
、
村
税
そ
の
他
義
務
的
納
付
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

　
「
通
学
回
数
券
」
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

高
等
学
校
な
ど
の
通
学
に
利
用
す

る
鉄
道
お
よ
び
バ
ス
（
村
営
巡
回
バ

ス
を
除
く
。）
の
通
学
定
期
券
お
よ

び
通
学
回
数
券
の
額
の
２
分
の
１
以

内
の
額
。
た
だ
し
、
生
徒
１
人
に
つ

き
年
額
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
高
校
生
等
通
学
支
援
事
業

補
助
金
交
付
申
請
書
に
通
学
定
期
券

お
よ
び
通
学
回
数
券
（
購
入
金
額
の

分
か
る
も
の
）
の
写
し
を
添
え
て
、

教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
そ
の
他

　

申
請
は
、
チ
ャ
オ
情
報
発
信
コ
ー

地
域
未
来
塾
の

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　
「
地
域
未
来
塾
」
と
は
、
村
が
開

設
し
て
い
る
学
習
支
援
教
室
で
す
。

　

中
学
生
を
対
象
に
、
週
一
回
放
課

後
の
時
間
と
夏
休
み
や
冬
休
み
の
長

期
休
暇
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

地
域
未
来
塾
は
、
参
加
登
録
者
29

人
、
学
習
支
援
員
11
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
各
自
の
学
習
状
況
に
応
じ
て
、

学
習
支
援
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
】

　

毎
年
夏
休
み
に
開
催
す
る
地
域
未

来
塾
で
は
多
く
の
児
童
生
徒
の
参
加

が
あ
り
、
学
習
支
援
を
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
高
校
生
や
大
学

生
も
大
歓
迎
で
す
。

　

本
年
度
の
夏
休
み
の
地
域
未
来
塾

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
学
校
（
午
前
中
２
時
間
程
度
）

　

７
月
26
日（
火
）～
28
日（
木
）

▼
中
学
校
（
午
前
中
３
時
間
程
度
）

　

８
月
１
日（
月
）～
５
日（
金
）

　
　
　

18
日（
木
）・
19
日（
金
）

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
教
育

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

流
木
な
ど
を

無
料
配
布
し
て
い
ま
す

天
竜
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

TEL 

88
―
３
７
４
３（
管
理
課
）

　

ダ
ム
湖
に
流
れ
込
ん
だ
流
木
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
無
料
で
配
布

を
行
い
ま
す
。
薪ま
き

や
マ
ル
チ
ン
グ

材
、
ア
ー
ト
作
品
な
ど
に
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

▼
配
布
流
木

・
チ
ッ
プ
材　

幅
１
～
３
㎝
程
度
、

長
さ
３
～
７
㎝
程
度
。

・
小
割　

幅
10
㎝
程
度
、
長
さ
20
～

50
㎝
程
度
。

▼
配
布
場
所

小
渋
川
・
四
徳
川
合
流　

四
徳
大

橋
北
側（
西
伊
那
線
入
口
駐
車
場
）

▼
配
布
期
間　

な
く
な
り
次
第
終
了

▼
配
布
方
法　

無
人
配
布

※
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
条
件

・
ご
自
身
で
積
込
み
、
運
搬
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
方
。

・
使
用
目
的
は
自
己
消
費
の
み
と

し
、
営
利
目
的
で
転
売
な
ど
を
し

な
い
方
。

・
配
布
し
た
流
木
（
皮
な
ど
の
部
位

を
含
む
）を
不
法
投
棄
し
な
い
方
。

▼
そ
の
他

　

配
布
場
所
を
き
れ
い
な
状
態
に
保

つ
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ナ
ー
備
え
付
け
の
申
請
書
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

『
小
渋
ダ
ム
を
探
検
し
よ
う
！
』

　

天
竜
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

「
小
渋
ダ
ム
」
で
は
、
森
と
湖
に
親

し
み
な
が
ら
、
ダ
ム
の
機
能
・
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
次
の
日
程
で
ダ
ム
を

開
放
し
ま
す
。

　

ダ
ム
堤
体
内
の
散
策
や
、
普
段
は

見
ら
れ
な
い
小
渋
第
３
発
電
所
の
見

学
が
で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

７
月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
集
合
場
所

　

小
渋
ダ
ム　

駐
車
場
広
場

▼
そ
の
他

・
小
雨
決
行
。
当
日
の
気
象
条
件
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
参
加
費
無
料
。
事
前
申
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
小
渋
ダ
ム
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

の
ご
案
内

天
竜
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

TEL 

88
―
３
７
２
９（
総
務
課
）

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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自
衛
官
募
集

�

採
用
試
験
の
ご
案
内

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

伊
那
地
域
事
務
所

TEL 

73
―
４
８
６
０

▼
募
集
種
目

①
一
般
曹
候
補
生

②
航
空
学
生

③
自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※
種
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

①
一
般
曹
候
補
生
②
航
空
学
生

　

７
月
１
日（
金
）か
ら
９
月
上
旬

③
自
衛
官
候
補
生

年
間
を
通
じ
て
募
集

▼
試
験
期
日

①
一
般
曹
候
補
生
（
一
次
試
験
）

　

９
月
15
日（
木
）～
18
日（
日
）

②
航
空
学
生
（
一
次
試
験
）

　

９
月
19
日（
月
）

③
自
衛
官
候
補
生
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

　

９
月
15
日（
木
）～
18
日（
日
）

▼
入
隊
時
期

　

令
和
５
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
手
続
き
の

�

電
子
申
請
が
で
き
ま
す

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

TEL 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

　

国
民
年
金
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

24
時
間
３
６
５
日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。
対
象
と

な
る
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
対
象
と
な
る
手
続
き

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入

の
届
出
（
退
職
後
の
厚
生
年
金
か

ら
の
変
更
な
ど
）

②
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
の
申
請

③
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

の
申
請

※
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

利
用
者
登
録
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
た
ロ
グ
イ
ン
が
必

要
で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

TEL 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

北
島　

現み

と登　

ち
ゃ
ん　
（
葛
北
）

�

（
史
之
・
千
尋
さ
ん
）

　

富
永　

澪み
お
な奈　

ち
ゃ
ん　
（
柳
沢
）

�

（
凌
平
・
萌
香
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

山
内　

小
夜
さ
ん　
　
（
中　

央
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

　

榮　

は
る
み
さ
ん　
　
（
沖　

町
）

　
　
　
　
　
　
（
92
歳
）

　

中
塚　

久
子
さ
ん　
　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
101
歳
）

　

富
永　

と
み
さ
ん　
　
（
柳　

沢
）

　
　
　
　
　
　
（
90
歳
）

　

米
山　

秀
雄
さ
ん　
　
（
北　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
101
歳
）

　

福
井　

定
義
さ
ん　
　
（
北　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

　

河
㟢　

は
る
み
さ
ん　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
93
歳
）

　

新
井　

久
夫
さ
ん　
　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
）

「
遺
言
・
相
続
」
の

�

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

長
野
県
司
法
書
士
会

TEL 

０
２
６
―
２
３
２
―
７
４
９
２

　

司
法
書
士
制
度
が
１
５
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
日
本
司

法
書
士
会
連
合
会
が
全
国
一
斉
で
遺

言
、
相
続
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
７
日（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
会
場

　

伊
那
公
民
館
（
伊
那
市
中
央
５
０

５
２
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
相
談
方
法

⑴
面
談
に
よ
る
相
談

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
長
野
県
司

法
書
士
会
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵
電
話
に
よ
る
相
談

　

次
の
番
号
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

①
０
１
２
０
―
３
３
―
９
２
７
９

②
０
１
２
０
―
４
４
８
―
７
８
８

※
②
は
①
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑶
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
相
談

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
長
野
県
司
法
書
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ



　ユ－・グル－プは長野県のトヨタ自動車系列のディー
ラーなどで構成されている企業グループで、今回の協定に
は移動支援、災害支援、交通安全、地域産業の振興に関す
ることなどの連携事項が盛り込まれています。
　今後は、中川村の地域活性化に向けて公共交通など幅広
い分野において協働の取り組みを実施していきます。

５/６（金）
ユ－・グル－プと
地域活性化包括連携協定を締結

　東小学校では27日（金）、西小学校では23
日（月）に５年生の児童が田植えを行いました。
　この日は田植え日和に恵まれ、保護者や地
域の方々と一緒に、田んぼの泥に足をとられ
ながらも楽しく苗を植えました。横にぴんと
張ったロープを目印にしながら、はじめは苗
を植えるのに苦戦している様子でしたが、隣
の人と植えたところを確認し合ったりしなが
ら丁寧に苗を植えました。
　秋には立派なもち米が実り、たくさん収穫
できるのが楽しみですね。

５/23（月）、27（金）
小学校で田植えが
� 行われました

むらのできごと

６/１（水）
みなかた保育園でいちご狩り
　みなかた保育園でいちご狩りに行きました。
　コロナ禍で色々な行事が中止になっていたため、約３年ぶ
りの保育園のイベントに、子どもたちは大喜び！
　顔や服をピンクに染めながら、お腹いっぱい食べました！

５/13（金）
片桐保育園でみそ作り
　片桐保育園でみそ作りにチャレンジしました。ゆでた大豆
を味見したり、豆を潰す機械のハンドルを回したり･･･久し
ぶりのクッキングを楽しんでいました。塩、麹

こうじ
、潰した大豆

をまぜてみそ玉作りをしている様子はまるで粘土遊びをし
ているかのようでした。

東小学校

西小学校
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　この日、中川西小学校でお茶摘み
が行われ、校舎前のお茶の木を囲みま
した。
　はじめに校長先生から「一

いっしんさんよう
芯三葉」

という、お茶の葉の先端の芽とその
下の３枚の葉を摘む伝統の方法を教
わりました。
　お茶摘みが初めての１年生は、上
級生に教えてもらいながら協力し
合って丁寧に摘んでいきました。
　収穫したお茶の葉は約13kg。製茶
工場へ運ばれて新茶となり、日頃お
世話になっている方に振る舞われます。
　左の写真は５月17日（火）に行われ
た東小学校のお茶摘みの様子です。
校舎の周りにあるお茶の木から約
13kgの茶葉が収穫できました。

■
発

行
　

〒
3

9
9
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8

9
2

　
　

　
　

長
野

県
上

伊
那

郡
中

川
村

大
草

4
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4
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番
地

１
　

　
　

　
中

川
村

役
場

T
E

L 0
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-3
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0
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㈹
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X
 0

2
6

5
-8

8
-3

8
9

0
〔

Ｕ
ＲＬ

〕https://w
w

w
.vill.nakagaw

a.nagano.jp/
〔

Ｅ
メ

ー
ル

〕info@
vill.nagano-nakagaw

a.lg.jp
■

編
集

　
広

報
編

集
委

員
会

　
　

■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
２
年

（
令
和
４
年
）

⑥

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【６月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,731人（－8）	 2,262人（－5）	 2,469人（－3）	  1,681世帯（－2）

緊急情報等配信メール
村・学校からのお知らせや
緊急情報をメールで受け取
ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

スマートフォンへ
広報を配信
無料アプリ「マチイロ」で
広報なかがわが読めます。

伝統のお茶摘み　西小学校

へ未来 なかがわ vol.50

●大木島 靖
せい

 和
わ

 さん（中央）
伊那弥生ヶ丘高等学校３年（18歳）

― 高校生活はどうですか。
　勉強は難しいですが、自分と考え方
や価値観が全然違う人と関われるの
で、毎日が新鮮でとても楽しいです。
― 今頑張っていることは何ですか。
　私は軽音楽部に所属してギターを
担当していて、６月末にある文化祭
での発表を納得の行くものにするた
めに練習しています。
― 10年後どうなっていたいですか？
　食物関係の仕事に就いて少しでも
社会貢献できる人になりたいです。
― 中川村の好きなところは何ですか。
　自然豊かなところです。リラック
スしたいときに河川敷を歩くと気分
転換できます。
― 中川村の未来に一言お願いします！
　せっかく良いところがあるので存
続できるくらい人が増えたら嬉しい
ですね。前列左端

修学旅行

探究の活動
（伊那テレビ）

東小学校

東小学校



7 月

3日（日）おはようクリニック 駒ヶ根市 TEL83-6103
10日（日）やまおか耳鼻咽喉科 駒ヶ根市 TEL82-4133

17日（日）まつむら小児科医院 駒ヶ根市 TEL81-4700
山村眼科整形外科 駒ヶ根市 TEL82-6611

18日（月）よこやま耳鼻咽喉科医院 駒ヶ根市 TEL81-0185
24日（日）のどかクリニック 飯 島 町 TEL86-6705
31日（日）前 澤 病 院 駒ヶ根市 TEL83-2151

●４・10か月児健診
　〔日時〕７月28日（木）　午後１時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕７月21日（木）　午前９時30分～
●２歳児育児相談
　〔日時〕７月29日（金）　午前９時30分～
●２歳６か月児育児相談
　〔日時〕７月15日（金）　午前９時30分～
以上、会場はすべて保健センターです。
●特定健診・循環器健診・後期高齢健診　結果説明会
　〔日時〕７月26日（火）～８月10日（水）
会場は保健センター・各地区集会所です。
※日程が変更になる場合があります。
　対象の方には通知しますのでご確認ください。

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談� 総務課 内線12
　〔日時〕７月	 6日（水）	 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談� 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕７月	 6日（水）	 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談� 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日		  午前９時～午後５時
　　　　７月	 5日（火）	 午後６時～８時
	 19日（火）	 午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談� 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日		  午前８時30分〜午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ� 地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕７月	12日（火）	 午後１時～５時
  	 27日（水）	 午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約）� 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕７月	 7日（木）	 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談� 教育委員会　  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談� 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日		  午前８時30分〜午後５時
　〔場所〕保健センター
●コロナ禍生活困窮等相談� 保健福祉課 内線26
　〔日時〕平　日		  午前９時～正午
　　　　７月	 9日（土）	 午前９時～正午
	 23日（土）	 午前９時～正午
　〔場所〕地域活動支援センター「くらしごと」� TEL98−0027

税・料金の納期限

相談あれこれ

７月の保健衛生ごよみ

７月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）７月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分〜　８時30分〜　12時30分〜　19時〜　21時〜　23時〜
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

７月13日（水）　午後５時30分から午後７時30分まで
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取
りができます。ぜひご利用ください。
※持ち物など住民係へご確認ください。システムメン

テナンスなどで変更になる場合があります。

７月マイナンバーカード夜間・特別申請受付・交付日

固 定 資 産 税
第 ２ 期

８月１日（月）

国 保 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料 第 １ 期
水 道 料

７ 月 分
下 水 道 料
保 育 料
村 営 住 宅 料

７月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

6/27 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
28 火 可燃ごみ（赤） 資源回収 ※実施しません
29 水 容器包装（紫）【全村】
30 木 可燃ごみ（赤）
7/1 金 可燃ごみ（赤）
2 土
3 日
4 月 可燃ごみ（赤）
5 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）
6 水 容器包装（紫）【全村】
7 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
8 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
9 土
10 日
11 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
12 火 可燃ごみ（赤）
13 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】
14 木 可燃ごみ（赤）
15 金 可燃ごみ（赤）
16 土
17 日
18 月 可燃ごみ（赤）
19 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）
20 水 容器包装（紫）【全村】
21 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
22 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
23 土 資源回収
24 日
25 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
26 火 可燃ごみ（赤）
27 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】
28 木 可燃ごみ（赤）
29 金 可燃ごみ（赤）
30 土
31 日

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。
6日～ 13日～ 20日～ 27日～ 中川村のできごと


